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二
〇
〇
〇
年
代
半
ば
か
ら
国
際
市
場
に

お
け
る
農
産
物
価
格
が
上
昇
す
る
中
で
、

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
政
府
は
二
〇
〇
六
年
か
ら

輸
出
制
限
を
強
化
し
始
め
た
。
ま
ず
手
を

付
け
た
の
は
牛
肉
で
あ
る
。
国
内
の
物
価

上
昇
を
抑
制
す
る
た
め
に
輸
出
を
一
時
的

に
停
止
し
た
後
、
輸
出
量
を
制
限
し
た
。

次
に
進
め
た
の
が
穀
類
の
輸
出
税
の
引
き

上
げ
で
あ
る
。
二
〇
〇
七
年
末
に
は
税
率

を
引
き
上
げ
た
ほ
か
、
二
〇
〇
八
年
三
月

に
は
国
際
価
格
の
水
準
に
応
じ
て
、
よ
り

多
く
の
輸
出
税
を
徴
収
で
き
る
制
度
へ
の

改
正
を
試
み
た
。
こ
れ
ら
の
輸
出
規
制
の

強
化
は
国
際
社
会
に
お
い
て
批
判
を
浴
び

た
だ
け
で
な
く
、
国
内
の
農
業
生
産
者
の

反
発
も
招
き
、
農
業
団
体
に
よ
る
大
規
模

な
ス
ト
ラ
イ
キ
が
三
カ
月
に
わ
た
っ
て
続

い
た
。
さ
ら
に
二
〇
〇
八
〜
〇
九
年
の
農

業
シ
ー
ズ
ン
は
過
去
五
〇
年
で
最
悪
と
い

わ
れ
る
干
ば
つ
に
見
舞
わ
れ
、
主
要
穀
類

の
生
産
と
輸
出
が
前
年
度
比
の
七
割
弱
か

ら
半
分
程
度
に
落
ち
込
ん
だ
。

　

輸
出
規
制
、
農
業
ス
ト
ラ
イ
キ
、
干
ば

つ
に
よ
る
輸
出
半
減
と
い
う
ア
ル
ゼ
ン
チ

ン
の
農
業
部
門
の
動
向
は
、
食
料
危
機
の

要
因
の
一
つ
と
し
て
報
道
さ
れ
る
こ
と
が

多
か
っ
た
。
し
か
し
一
九
九
〇
年
代
以
降

二
〇
〇
七
年
ま
で
に
つ
い
て
み
る
と
、
ア

ル
ゼ
ン
チ
ン
の
農
業
生
産
は
拡
大
の
一
途

を
た
ど
っ
て
い
る
。
主
要
穀
類
で
あ
る
大

豆
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
コ
ム
ギ
を
合
わ
せ

た
生
産
量
は
一
九
九
〇
年
代
前
半
の
約
三

〇
〇
〇
万
ト
ン
か
ら
、
二
〇
〇
七
年
に
は

九
〇
〇
〇
万
ト
ン
弱
ま
で
、
輸
出
量
も
一

五
〇
〇
万
ト
ン
か
ら
三
五
〇
〇
万
ト
ン
に

ま
で
拡
大
し
た
。
中
で
も
大
豆
と
関
連
製

品
（
油
・
油
か
す
）
の
輸
出
は
、
米
国
や

ブ
ラ
ジ
ル
と
並
ぶ
最
大
の
輸
出
国
の
一
つ

に
な
っ
た
。
ど
う
し
て
こ
の
よ
う
に
穀
類

生
産
が
拡
大
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
一
九
七

〇
年
代
か
ら
の
パ
ン
パ
の
農
業
化
、
一
九

九
〇
年
代
の
穀
類
生
産
の
拡
大
、
そ
し
て

二
〇
〇
〇
年
代
の
大
豆
へ
の
集
中
を
取
り

上
げ
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
に
お
け
る
穀
類
生

産
と
輸
出
の
拡
大
を
説
明
す
る
。

●
パ
ン
パ
の
農
業
化

　

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
中
央
部
の
パ
ラ
ナ
川
沿

い
に
は
、
パ
ン
パ
と
呼
ば
れ
る
肥
沃
な
大

平
原
が
広
が
っ
て
い
る
。
中
で
も
首
都
ブ

エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
を
中
心
と
す
る
半
径
六

〇
〇
キ
ロ
に
広
が
る
湿
潤
パ
ン
パ
は
、
ア

ル
ゼ
ン
チ
ン
農
牧
業
の
中
心
地
で
あ
り
、

全
国
の
農
牧
業
総
生
産
の
約
九
割
が
こ
の

地
域
に
集
中
し
て
い
る
（
参
考
文
献
①
）。

こ
の
パ
ン
パ
に
お
け
る
農
牧
業
は
近
年
大

き
な
変
容
を
遂
げ
た
。

　

一
九
六
〇
年
代
頃
ま
で
、
パ
ン
パ
で
は

農
業
と
牧
畜
を
組
み
合
わ
せ
た
生
産
が
一

般
的
で
あ
っ
た
。
牛
を
放
牧
し
た
後
は
コ

ム
ギ
や
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
な
ど
を
栽
培
し
、

そ
の
後
は
ア
ル
フ
ァ
ル
フ
ァ
な
ど
牧
草
を

育
て
、
再
び
牛
を
放
牧
す
る
。
こ
の
輪
作

体
系
に
よ
っ
て
地
力
を
維
持
す
る
こ
と

で
、
ほ
と
ん
ど
肥
料
を
投
入
す
る
こ
と
な

く
農
業
生
産
を
続
け
て
き
た
。

　

こ
の
伝
統
的
な
農
牧
業
の
形
態
が
変
わ

り
始
め
た
の
が
一
九
七
〇
年
代
で
あ
る
。

農
業
と
牧
畜
を
組
み
合
わ
せ
た
生
産
体
系

か
ら
、
農
業
の
み
へ
と
移
行
す
る
パ
ン
パ

の
農
業
化
が
徐
々
に
進
行
し
た
。
大
豆
、

コ
ム
ギ
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
三
大
穀
類
の

生
産
が
拡
大
す
る
一
方
、
牛
の
放
牧
は
パ

ン
パ
か
ら
そ
の
周
辺
部
へ
押
し
出
さ
れ
、

生
産
量
が
横
ば
い
と
な
っ
た
。

　

農
業
化
が
進
行
す
る
き
っ
か
け
と
な
っ

た
の
は
、
コ
ム
ギ
の
改
良
品
種
の
普
及
、

大
豆
生
産
の
拡
大
、
機
械
化
の
進
行
、
そ

し
て
国
際
市
場
に
お
け
る
穀
物
需
要
の
出

現
で
あ
る
（
参
考
資
料
③
、
④
）。
こ
の

時
期
に
導
入
さ
れ
た
コ
ム
ギ
の
改
良
品
種

は
栽
培
期
間
が
短
く
、
コ
ム
ギ
の
裏
作
と

し
て
大
豆
の
本
格
的
生
産
が
始
ま
っ
た
。

ま
た
、
ト
ラ
ク
タ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
農

業
機
械
の
普
及
が
進
ん
だ
こ
と
で
農
作
業

の
効
率
が
高
ま
っ
た
こ
と
も
生
産
の
拡
大

に
寄
与
し
た
。
特
に
収
穫
に
お
い
て
は
、

地
主
は
ハ
ー
ベ
ス
タ
ー
を
所
有
す
る
専
門

の
業
者
（
コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
）
に
作
業
を

任
せ
る
こ
と
が
一
般
的
に
な
っ
た
。

　

需
要
面
で
は
、
一
九
七
〇
年
代
初
め
に

ソ
連
や
中
国
が
大
規
模
な
穀
物
輸
入
を
始

め
た
こ
と
で
国
際
価
格
が
高
騰
し
た
こ
と

が
、
パ
ン
パ
の
農
業
化
を
さ
ら
に
推
し
進

め
た
。
一
九
八
〇
年
の
米
国
に
よ
る
対
ソ

連
穀
物
輸
出
禁
止
の
際
に
も
、
ア
ル
ゼ
ン

チ
ン
は
ブ
ラ
ジ
ル
と
共
に
、
ソ
連
に
対
し

て
穀
物
を
供
給
す
る
こ
と
で
輸
出
を
拡
大

し
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
を
襲
っ
た
対

外
債
務
危
機
の
影
響
で
国
内
経
済
が
混
乱

世
界
有
数
の
大
豆
輸
出
国
に

成
長
し
た
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン

清
水
達
也

アルゼンチンのパンパで拡大するダイズ生産（AP／アフロ）
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途上国の穀類輸出―その現状と課題

に
陥
っ
た
一
九
八
〇
年
代
末
に
は
、
農
業

生
産
も
大
き
く
減
少
し
た
。

●
穀
類
生
産
の
拡
大

　

次
に
農
業
生
産
の
傾
向
に
大
き
な
変
化

が
み
ら
れ
た
の
は
、
経
済
自
由
化
を
背
景

に
穀
物
と
油
糧
作
物
の
生
産
が
拡
大
し
た

一
九
九
〇
年
代
で
あ
る
。
一
九
八
〇
年
代

ま
で
採
用
さ
れ
て
い
た
輸
入
代
替
工
業
化

政
策
の
下
で
は
、
工
業
化
の
推
進
や
都
市

住
民
へ
安
価
な
食
料
を
供
給
す
る
た
め

に
、
農
業
部
門
は
犠
牲
を
強
い
ら
れ
て
い

た
。
政
府
は
農
産
物
や
農
業
資
本
財
・
投

入
財
の
輸
出
入
に
対
し
て
課
税
し
、
国
営

公
社
を
通
じ
て
流
通
に
介
入
す
る
こ
と
で

農
産
物
価
格
を
抑
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

経
済
自
由
化
は
こ
の
状
況
を
大
き
く
変

え
た
。
輸
入
関
税
は
大
幅
に

引
き
下
げ
ら
れ
、
農
産
物
流

通
に
介
入
し
て
い
た
国
営
公

社
は
撤
廃
、
物
流
イ
ン
フ
ラ

も
民
営
化
さ
れ
た
。
こ
れ
ら

一
連
の
改
革
は
農
産
物
の
生

産
や
流
通
の
コ
ス
ト
を
引
き

下
げ
、
国
際
市
場
に
お
け
る

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
産
穀
類
の
競

争
力
を
高
め
た
。
ま
た
、
農

産
物
の
輸
出
税
の
撤
廃
は
、

生
産
者
の
手
取
り
を
引
き
上

げ
、
生
産
増
加
へ
の
イ
ン
セ

ン
テ
ィ
ブ
を
高
め
た
。

　

そ
の
結
果
、
一
九
八
〇
年

代
末
に
落
ち
込
ん
だ
主
要
農

産
物
の
生
産
が
回
復
し
た
。
そ
し
て
一
九

九
五
〜
九
六
年
の
国
際
市
場
に
お
け
る
穀

類
価
格
の
高
騰
が
生
産
者
の
意
欲
を
刺
激

し
、
生
産
が
さ
ら
に
拡
大
し
た
。
図
1
に

示
し
た
主
要
作
物
の
生
産
量
を
見
る
と
、

コ
ム
ギ
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
大
豆
の
い
ず

れ
の
作
物
に
つ
い
て
も
、
一
九
九
〇
年
代

の
後
半
に
生
産
が
大
き
く
増
加
し
て
い
る

の
が
わ
か
る
。

●
大
豆
へ
の
集
中

　

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
は
一
九
九
〇
年
代
末
か

ら
二
〇
〇
〇
年
代
初
め
に
再
び
経
済
危
機

を
経
験
す
る
が
、
こ
れ
を
き
っ
か
け
と
し

て
農
業
部
門
で
新
た
な
変
化
が
現
れ
た
。

大
豆
生
産
へ
の
集
中
と
大
豆
関
連
製
品
輸

出
の
拡
大
で
あ
る
。

　

先
に
見
た
図
1
で
も
大
豆
生
産
の
拡
大

は
顕
著
で
あ
る
。
主
要
三
穀
類
の
生
産
量

を
み
る
と
、
一
九
九
〇
年
代
は
ほ
ぼ
同
水

準
で
推
移
し
て
い
た
。
し
か
し
一
九
九
八

年
に
コ
ム
ギ
と
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
が
減
少
す

る
一
方
、
大
豆
は
増
加
を
続
け
た
。
二
〇

〇
〇
年
代
の
生
産
量
の
推
移
を
見
る
と
、

コ
ム
ギ
や
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
が
一
五
〇
〇
〜

二
〇
〇
〇
万
ト
ン
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
の

に
対
し
て
、
大
豆
は
二
〇
〇
六
年
に
は
四

七
〇
〇
万
ト
ン
に
達
し
た
。
主
要
作
物
の

収
穫
面
積
に
お
け
る
大
豆
の
割
合
も
、
一

九
七
〇
年
に
は
一
％
未
満
だ
っ
た
の
が
、

一
九
八
八
年
に
は
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
追
い

越
し
て
コ
ム
ギ
と
ほ
ぼ
並
び
、
二
〇
〇
七

年
に
は
五
四
％
と
過
半
数
を
超
え
た
（
図

2
）。
国
内
で
は
こ
の
よ
う
な
現
象
を
パ

ン
パ
の
大
豆
化
と
呼
ん
で
い
る
。

　

生
産
増
に
伴
い
輸
出
も
拡
大
し
て
い

る
。
コ
ム
ギ
や
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
に
比
べ
て

大
豆
は
、
国
内
需
要
が
小
さ
く
ほ
と
ん
ど

が
輸
出
向
け
て
で
あ
る
。
収
穫
さ
れ
た
大

豆
の
う
ち
、
約
二
割
は
粒
の
ま
ま
輸
出
さ

れ
る
が
、
残
り
の
八
割
は
国
内
の
搾
油
工

場
で
加
工
さ
れ
る
。
そ
し
て
そ
こ
か
ら
得

ら
れ
た
大
豆
油
の
約
九
割
と
油
か
す
の
九

五
％
以
上
が
輸
出
に
向
か
う
。
世
界
の
輸

出
市
場
に
お
け
る
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
産
大
豆

の
シ
ェ
ア
は
、
粒
で
は
米
国
と
ブ
ラ
ジ
ル

に
大
き
く
差
を
つ
け
ら
れ
て
第
三
位
で
あ

る
。
し
か
し
大
豆
油
で
は
世
界
の
輸
出
市

場
の
五
割
強
、
油
か
す
で
は
四
割
強
を
占

め
る
世
界
最
大
の
輸
出
国
で
あ
る
。粒
、油
、

油
か
す
を
合
わ
せ
た
輸
出
量
で
み
る
と
、

二
〇
〇
七
年
に
は
こ
の
二
カ
国
を
上
回
る

世
界
最
大
の
大
豆
関
連
製
品
輸
出
国
に

な
っ
た
（
図
3
）。

　

輸
出
が
急
拡
大
し
た
要
因
の
一
つ
が
中

国
に
よ
る
需
要
の
拡
大
で
あ
る
。
ア
ル
ゼ

ン
チ
ン
か
ら
中
国
へ
の
大
豆
輸
出
は
一
九

九
〇
年
代
後
半
に
油
か
す
の
輸
出
か
ら
始

ま
っ
た
。
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
っ
て
中
国

国
内
で
搾
油
能
力
が
拡
大
す
る
と
、
ア
ル

ゼ
ン
チ
ン
か
ら
の
輸
出
は
油
か
す
か
ら
粒

へ
変
わ
り
、
同
時
に
輸
出
量
が
急
増
、
二

〇
〇
七
年
に
は
九
〇
〇
万
ト
ン
を
超
え

た
。
こ
れ
は
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
大
豆
粒
輸

出
の
八
割
弱
に
あ
た
る
。
大
豆
関
連
製
品

全
体
で
み
れ
ば
、輸
出
量
の
約
四
分
の
一
、

輸
出
額
の
三
割
が
中
国
向
け
と
な
っ
て
い

る
。
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図1　主要穀類の生産量

（出所）アルゼンチン農牧水産省（http://www.minagri.gob.ar/)。

図2　主要作物の収穫面積の比率

（出所）アルゼンチン農牧水産省
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●
遺
伝
子
組
み
換
え
種
子
の
普
及

　

こ
の
よ
う
に
パ
ン
パ
の
大
豆
化
が
進
ん

だ
要
因
を
供
給
面
か
ら
考
え
る
と
、
除
草

剤
耐
性
を
持
つ
遺
伝
子
組
み
換
え
種
子

（
G
M
種
子
）
の
普
及
、
新
し
い
生
産
組

織
の
拡
大
、
そ
し
て
国
内
に
お
け
る
搾
油

工
場
へ
の
投
資
拡
大
が
挙
げ
ら
れ
る
（
参

考
文
献
④
）。

　

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
で
は
一
九
九
六
年
に
大

豆
の
G
M
種
子
を
用
い
た
栽
培
が
承
認
さ

れ
た
。
導
入
後
わ
ず
か
三
年
で
非
G
M
種

子
の
生
産
面
積
を
上
回
り
、
二
〇
〇
六
年

に
は
全
体
の
九
八
％
ま
で
普
及
し
た
。
こ

の
普
及
率
は
米
国
の
九
一
％
（
二
〇
〇
七

年
）
を
上
回
る
。
こ
の
よ
う
に
急
速
に
普

及
し
た
の
は
、
G
M
種
子
と
不
耕
起
栽
培

と
い
う
労
働
節
約
的
な
栽
培
技
術
の
組
み

合
わ
せ
が
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
大
規
模
な

農
業
生
産
の
形
態
に
マ
ッ
チ
し
て
い
た
か

ら
で
あ
る
。

　

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
で
普
及
し
て
い
る
不
耕

起
栽
培
で
は
、
収
穫
後
の
畑
を
耕
さ
ず
、

除
草
剤
を
用
い
て
雑
草
を
枯
ら
し
て
か
ら

播
種
を
行
う
。
土
壌
保
全
や
生
産
コ
ス
ト

の
削
減
を
目
的
に
パ
ン
パ
で
は
一
九
八
〇

年
代
か
ら
導
入
さ
れ
て
い
た
。
た
だ
播
種

後
の
除
草
に
は
、
作
物
に
影
響
を
与
え
な

い
様
々
な
除
草
剤
を
組
み
合
わ
せ
て
用
い

る
必
要
が
あ
る
た
め
、
除
草
剤
の
コ
ス
ト

が
か
さ
む
だ
け
で
な
く
、
環
境
へ
の
悪
影

響
も
心
配
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
G
M
種

子
を
用
い
れ
ば
、
グ
リ
フ
ォ
サ
ー
ト
（
商

品
名
ラ
ウ
ン
ド
ア
ッ
プ
）
な
ど
一
種
類
の

除
草
剤
だ
け
で
、
雑
草
を
取
り
除
く
こ
と

が
で
き
る
。

　

G
M
種
子
と
不
耕
起
栽
培
の
組
み
合
わ

せ
は
、
大
豆
だ
け
で
な
く
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

で
も
行
わ
れ
て
い
る
。し
か
し
大
豆
に
は
、

G
M
種
子
の
導
入
時
期
が
早
か
っ
た
（
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
は
一
九
九
八
年
以
降
）、
自

家
採
種
の
G
M
種
子
で
も
高
い
収
量
を
確

保
で
き
る
（
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
G
M
種
子

は
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
の
た
め
、
自
家
採
種
の

種
子
を
使
う
と
収
量
が
低
下
す
る
）、
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
に
比
べ
て
肥
料
が
少
な
く
て

す
む
、
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
多
く
の
生

産
者
が
大
豆
を
選
ん
だ
。
そ
の
結
果
、
こ

れ
ま
で
の
コ
ム
ギ
、
大
豆
、
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
た
輪
作
か
ら
、
コ

ム
ギ
と
大
豆
の
二
毛
作
へ
、
さ
ら
に
大
豆

の
み
の
連
作
へ
と
栽
培
体
系
が
変
化
し

た
。

●
新
し
い
生
産
組
織
の
拡
大

　

技
術
的
な
理
由
の
他
に
も
、
経
営
的
な

理
由
に
よ
り
大
豆
生
産
が
拡
大
し
て
い

る
。
そ
れ
が
共
同
播
種
（pool de 

siem
bra

）
な
ど
と
呼
ば
れ
る
、
新
し
い

形
態
の
組
織
に
よ
る
生
産
の
拡
大
で
あ
る

（
参
考
文
献
②
、
③
、
④
）。

　

従
来
は
地
主
自
ら
が
農
業
機
械
を
所
有

し
、
投
入
財
を
購
入
す
る
費
用
を
調
達
し

て
農
業
生
産
を
行
っ
て
い
た
。
一
九
七
〇

年
代
に
機
械
が
大
型
化
し
て
高
価
に
な
る

と
、
ハ
ー
ベ
ス
タ
ー
が
必
要
な
収
穫
は
コ

ン
ト
ラ
ク
タ
ー
に
作
業
を
任
せ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
一
九
九
〇
年
代
以
降
に
不
耕
起

栽
培
と
G
M
種
子
を
組
み
合
わ
せ
た
栽
培

技
術
が
普
及
す
る
と
、
馬
力
の
大
き
な
ト

ラ
ク
タ
ー
や
不
耕
起
栽
培
専
用
の
播
種

機
、
G
M
種
子
や
農
薬
な
ど
、
農
業
生
産

に
必
要
な
資
金
量
が
増
大
し
た
。
資
金
を

調
達
で
き
な
い
多
く
の
中
小
規
模
地
主

は
、
自
ら
生
産
す
る
こ
と
を
あ
き
ら
め
て

農
地
を
賃
貸
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
地
主
か
ら
土
地
を
借
り
て

農
業
生
産
を
拡
大
し
た
の
が
共
同
播
種
な

ど
の
新
し
い
形
態
の
生
産
組
織
で
あ
る
。

当
初
は
所
有
す
る
農
業
機
械
を
有
効
に
活

用
す
る
た
め
に
中
小
規
模
の
生
産
者
が
近

隣
の
生
産
者
と
協
力
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始

ま
っ
た
。
こ
れ
に
農
作
業
の
請
負
を
行
う

コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
や
投
入
財
の
販
売
企
業

が
、
農
作
業
サ
ー
ビ
ス
、
種
子
、
農
薬
、

肥
料
な
ど
を
現
物
で
出
資
し
て
加
わ
る
こ

と
も
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
生
産
組
織
が
発

展
し
て
、
多
く
の
資
金
を
都
市
部
の
投
資

家
や
国
外
の
機
関
投
資
家
な
ど
か
ら
集
め

る
よ
う
に
な
っ
た
。
共
同
播
種
を
は
じ
め

と
す
る
新
し
い
生
産
組
織
の
特
徴
は
、
土

地
や
農
業
機
械
と
い
っ
た
農
業
生
産
に
必

要
な
資
本
財
を
所
有
せ
ず
、
集
め
た
資
金

を
用
い
て
必
要
に
応
じ
て
生
産
要
素
を
調

達
す
る
点
に
あ
る
。

　

新
し
い
生
産
組
織
が
拡
大
し
た
背
景
と

し
て
、
農
業
生
産
に
必
要
な
生
産
要
素
や

そ
れ
に
関
わ
る
知
識
や
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
を

外
部
か
ら
入
手
し
や
す
く
な
っ
て
い
る
点

が
指
摘
で
き
る
。ま
ず
土
地
に
つ
い
て
は
、

地
主
で
あ
る
中
小
規
模
生
産
者
が
生
産
か

ら
撤
退
し
賃
貸
さ
れ
る
土
地
が
増
え
た
。

パ
ン
パ
の
経
営
面
積
に
お
け
る
土
地
の
貸

借
の
割
合
は
、
一
九
八
八
年
に
は
一
二
％

だ
っ
た
が
、
二
〇
〇
二
年
に
は
二
〇
％
、

二
〇
〇
六
年
に
は
三
四
％
に
ま
で
増
加
し

た
。
こ
う
し
て
地
主
と
生
産
の
分
離
が
進

み
、
農
地
の
レ
ン
タ
ル
市
場
が
拡
大
し
た

（
参
考
文
献
③
）。

　

投
入
財
に
つ
い
て
は
以
前
か
ら
外
部
調

達
が
可
能
で
あ
っ
た
も
の
の
、
こ
れ
に
長

年
の
経
験
か
ら
地
主
が
蓄
積
し
た
知
識
を

組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
初
め
て
高
い
収

量
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
種
子
や
G
M
種
子
と
そ
れ
に

あ
っ
た
肥
料
や
農
薬
、
そ
し
て
そ
れ
ら
の

能
力
を
最
大
限
に
引
き
出
す
た
め
の
技
術

情
報
を
用
い
れ
ば
、
誰
も
が
高
い
収
穫
量

を
あ
げ
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。
つ
ま

り
、
こ
れ
ま
で
外
部
か
ら
調
達
す
る
こ
と

が
難
し
か
っ
た
経
験
や
知
識
が
、
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
種
子
や
G
M
種
子
の
よ
う
な
付
加

価
値
の
高
い
投
入
財
に
置
き
換
え
ら
れ
た

の
で
あ
る
。

　

共
同
播
種
の
よ
う
な
新
し
い
生
産
組
織

の
多
く
が
選
ん
だ
作
物
が
大
豆
で
あ
る
。

大
豆
は
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
と
比
べ
て
生
育
が

早
く
短
期
間
で
収
穫
で
き
る
上
、
必
要
な

降
雨
量
が
少
な
く
て
済
む
た
め
よ
り
広
範

囲
で
栽
培
で
き
る
。
加
え
て
、
地
主
の
場

合
は
中
長
期
的
に
地
力
を
低
下
さ
せ
な
い

た
め
に
コ
ム
ギ
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
大
豆

を
組
み
合
わ
せ
て
生
産
す
る
。
し
か
し
単
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年
度
契
約
で
土
地
を
借
り
る
共
同
播
種
な

ど
で
は
地
力
の
低
下
は
考
慮
せ
ず
、
そ
の

年
に
収
益
を
最
大
限
で
き
る
作
物
を
選
ぶ

た
め
大
豆
生
産
へ
の
集
中
が
進
ん
だ
。

　

新
し
い
生
産
組
織
に
つ
い
て
統
計
デ
ー

タ
で
把
握
す
る
の
は
難
し
い
が
、
そ
の
生

産
規
模
は
一
九
九
六
年
の
四
〇
〜
五
〇
万

ヘ
ク
タ
ー
ル
か
ら
、
二
〇
〇
七
年
に
は
最

大
三
〇
〇
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
達
し
て
い
る

と
推
計
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
生
産

組
織
は
当
初
は
期
間
を
限
定
し
た
一
時
的

な
事
業
で
あ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
い

く
つ
か
は
大
規
模
な
企
業
に
成
長
し
て
継

続
的
に
生
産
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ

の
中
の
大
手
五
〇
社
に
よ
る
生
産
規
模

は
、
面
積
で
一
三
〇
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
売

上
高
で
一
〇
億
ド
ル
に
達
す
る
と
推
測
さ

れ
て
い
る
（
参
考
文
献
③
）。

●
搾
油
工
場
へ
の
投
資
拡
大

　

大
豆
生
産
の
拡
大
と
同
時
に
、
搾
油
工

場
と
物
流
イ
ン
フ
ラ
へ
の
投
資
拡
大

も
、
パ
ン
パ
の
大
豆
化
を
進
め
た
重
要

な
要
素
の
一
つ
で
あ
る
。
ア
ル
ゼ
ン
チ

ン
産
大
豆
は
、
河
川
を
利
用
し
た
輸
送

と
大
規
模
な
搾
油
に
よ
っ
て
、
輸
出
市

場
に
お
い
て
競
争
力
を
持
ち
得
た
か
ら

で
あ
る
。

　

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
よ
り
一
足
早
く
大
豆

の
生
産
・
輸
出
が
拡
大
し
た
ブ
ラ
ジ
ル

で
は
、
南
部
か
ら
内
陸
部
の
セ
ラ
ー
ド

に
か
け
て
の
地
域
が
主
な
産
地
で
あ

る
。
こ
の
周
辺
に
は
水
運
に
利
用
で
き

る
河
川
が
な
い
た
め
、
収
穫
さ
れ
た
大
豆

は
ト
ラ
ッ
ク
で
各
地
の
港
に
運
ば
れ
、
そ

こ
か
ら
輸
出
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
生
産

コ
ス
ト
は
低
い
も
の
の
、
輸
送
コ
ス
ト
が

高
い
と
い
う
問
題
が
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
で
は
、

大
豆
の
産
地
が
パ
ン
パ
の
中
心
を
流
れ
る

パ
ラ
ナ
川
沿
い
に
集
中
し
て
い
る
。
収
穫

さ
れ
た
大
豆
は
パ
ラ
ナ
川
に
面
し
た
ロ
ザ

リ
オ
市
に
集
約
さ
れ
、
こ
こ
か
ら
大
型
船

で
輸
出
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
生
産
コ
ス

ト
は
ブ
ラ
ジ
ル
よ
り
も
高
い
も
の
の
、
安

い
輸
送
コ
ス
ト
が
こ
れ
を
補
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
集
ま
っ
た
大
豆
を
効
率
の
よ
い
大

規
模
な
搾
油
工
場
で
油
と
油
か
す
に
加
工

す
る
こ
と
で
、
よ
り
競
争
力
の
あ
る
輸
出

産
品
に
仕
立
て
て
い
る
。

　

ロ
ザ
リ
オ
市
に
お
け
る
搾
油
加
工
が
拡

大
し
た
の
は
一
九
九
〇
年
代
の
後
半
で
あ

る
。
そ
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
が
、
経

済
自
由
化
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
、
サ

イ
ロ
、
リ
バ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、
港
湾
施

設
な
ど
の
穀
類
輸
出
に
関
す
る
物
流
イ
ン

フ
ラ
の
民
間
企
業
へ
の
開
放
で
あ
る
。
ま

ず
民
間
企
業
に
委
託
し
て
行
わ
れ
た
の
が

パ
ラ
ナ
川
の
浚
渫
で
あ
る
。
こ
の
浚
渫
に

よ
っ
て
パ
ナ
マ
ッ
ク
ス
級
の
大
型
船
が
ロ

ザ
リ
オ
市
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
穀
物

メ
ジ
ャ
ー
の
ほ
か
地
場
の
大
手
民
間
企
業

が
、自
社
の
保
管
施
設
や
積
出
施
設
の
他
、

大
規
模
な
搾
油
工
場
を
建
設
し
た
。
そ
の

結
果
、
ロ
ザ
リ
オ
市
と
そ
の
周
辺
に
立
地

す
る
工
場
か
ら
輸
出
さ
れ
る
大
豆
の
油
と

油
か
す
は
、
国
全
体
の
輸
出
量
の
約
九
割

を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。

●
大
豆
集
中
へ
の
懸
念

　

以
上
の
よ
う
に
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
は
、
パ

ン
パ
の
農
業
化
に
よ
っ
て
一
九
九
〇
年
代

に
穀
類
の
生
産
・
輸
出
を
拡
大
し
、
さ
ら

に
パ
ン
パ
の
大
豆
化
に
よ
っ
て
、
米
国
、

ブ
ラ
ジ
ル
と
並
ぶ
世
界
有
数
の
大
豆
輸
出

国
と
な
っ
た
。二
〇
〇
八
年
は
輸
出
規
制
、

干
ば
つ
、
農
業
ス
ト
が
重
な
り
輸
出
量
が

大
き
く
減
少
し
た
も
の
の
、
ア
ル
ゼ
ン
チ

ン
は
こ
れ
ま
で
、
世
界
市
場
へ
の
食
料
供

給
の
拡
大
に
貢
献
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
大
豆
へ
の
生
産
・
輸
出
の
集
中

に
対
し
て
は
、
停
滞
す
る
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン

農
業
を
救
っ
た
と
評
価
す
る
声
が
あ
る
一

方
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
点
も
指
摘
さ
れ
て

い
る
。
具
体
的
に
は
、
単
一
作
物
の
連
作

に
よ
る
単
収
の
減
少
、
除
草
剤
に
耐
性
を

持
っ
た
ス
ー
パ
ー
雑
草
の
出
現
、
遺
伝
子

組
み
換
え
種
子
の
普
及
に
よ
る
環
境
へ
の

影
響
、
大
豆
と
い
う
単
一
作
物
と
中
国
と

い
う
限
定
さ
れ
た
輸
出
市
場
へ
の
依
存
に

よ
る
経
済
の
不
安
定
化
、
新
し
い
生
産
組

織
の
拡
大
に
よ
る
農
村
社
会
の
崩
壊
な
ど

で
あ
る
。
単
収
の
減
少
に
つ
い
て
は
肥
料

で
補
う
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
輸
出
市
場

多
様
化
と
し
て
イ
ン
ド
へ
の
大
豆
油
輸
出

を
増
や
し
て
い
る
。
そ
れ
以
外
の
問
題
点

に
つ
い
て
は
、
今
後
ど
の
よ
う
な
対
応
策

が
と
ら
れ
て
い
く
の
か
、
注
視
す
る
必
要

が
あ
る
。

（
し
み
ず　

た
つ
や
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究

所
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
研
究
グ
ル
ー
プ
）
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図3　主要国による大豆製品輸出

（出所）FOSTAT Database（http://faostat.fao.org/）。
（注）大豆製品は大豆、大豆油、大豆油かすを含む。




